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最
近
「
何
で
も
読
も
う
会
」
の
ネ
タ
が
乏
し
く
な
っ
た
。
過
去
の
国
内
有
名
作
家
は
一
通
り
読
ん

だ
。
新
し
い
作
家
は
肌
が
合
わ
な
い
、
外
国
の
長
編
は
骨
が
お
れ
る
。 

そ
こ
で
出
た
の
が
芥
川
賞
作
品
を
順
に
読
む
ア
イ
デ
ア
。
手
頃
な
分
量
だ
か
ら
読
み
や
す
い
。 

文
藝
春
秋
社
の
『
芥
川
賞
全
集
』
（
以
下
、
全
集
）
。
今
日
ま
で
十
九
巻
が
出
て
い
る
。
古
い
巻
を

パ
ラ
パ
ラ
覗
い
て
見
る
。
受
賞
第
一
作
は
石
川
達
三
『
蒼
氓
』
で
一
九
三
五
年
だ
。
氏
の
よ
う
に
受

賞
を
機
に
大
成
し
た
作
家
は
多
い
が
、
消
え
て
い
っ
た
作
家
は
も
っ
と
多
い
だ
ろ
う
。
各
巻
の
受
賞

者
を
見
る
と
、
有
名
作
家
が
多
い
巻
、
殆
ど
無
名
ば
か
り
の
巻
と
色
々
だ
。 

圧
巻
は
第
五
巻
。
五
味
康
祐
、
松
本
清
張
、
安
岡
章
太
郎
、
吉
行
淳
之
介
、
小
島
信
夫
、
庄
野
潤

三
、
遠
藤
周
作
、
石
原
慎
太
郎
、
近
藤
啓
太
郎
、
菊
村
到
、
開
高
健
、
大
江
健
三
郎―

―

。
こ
れ
だ

け
の
作
家
が
一
九
五
二
～
一
九
五
八
の
間
、
順
に
受
賞
し
て
い
る
。 

 

芥
川
賞
は
、
予
選
を
残
っ
た
七
、
八
作
品
か
ら
偉
い
先
生
方
の
審
査
で
決
ま
る
。
こ
の
全
集
に
は

委
員
全
員
の
審
査
後
感
想
が
あ
り
、
そ
こ
だ
け
で
も
愉
し
い
。 

第
五
巻
の
審
査
委
員
は
丹
羽
文
雄
、
舟
橋
聖
一
、
石
川
達
三
、
瀧
井
孝
作
、
佐
藤
春
夫
、
川
端
康

成
、
宇
野
浩
二
、
坂
口
安
吾
の
各
氏
で
い
ず
れ
も
辛
口
だ
。
人
に
よ
り
評
価
が
大
き
く
異
な
る
よ
う

で
、
誰
と
誰
が
こ
の
作
品
に
賛
成
し
た
が
私
は
最
後
ま
で
反
対
し
た
と
か
、
僕
は
い
つ
も
舟
橋
君
と

意
見
が
違
う
が
今
回
は
珍
し
く
一
致
し
た
（
丹
羽
）
と
か
、
前
回
該
当
者
な
し
な
の
で
今
回
は
み
ん

な
で
目
を
つ
ぶ
っ
て
賛
成
し
た
と
か
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
。 

新
人
の
一
発
受
賞
は
少
な
く
（
近
年
は
知
ら
な
い
が
）
、
何
回
か
は
佳
作
で
様
子
見
だ
。
吉
行
淳

之
介
、
庄
野
潤
三
、
川
上
宗
薫
の
各
氏
な
ど
は
佳
作
止
ま
り
の
常
習
で
、
そ
ろ
そ
ろ
と
い
う
の
で
合

格
し
た
の
が
吉
行
、
庄
野
氏
ら
。
川
上
氏
は
最
後
ま
で
落
選
、
そ
の
う
ち
純
文
学
か
ら
○
○
小
説
に

転
身
し
て
大
成
し
た
。 

 

 

諸
先
生
の
批
評
に
耐
え
て
き
た
吉
行
氏
ら
が
、
次
に
は
審
査
委
員
の
仲
間
入
り
を
し
、
同
じ
よ
う

に
辛
口
の
批
評
を
し
て
い
る
。
以
前
自
分
を
落
と
し
た
先
生
方
と
一
緒
に
審
査
す
る
気
分
は
い
か
が

で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
「
読
も
う
会
」
が
楽
し
み
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 


